
日本経済新聞編集委員 木村 恭子 氏 が語る！

就活に役立つ！

Nikkei Asia を使った英語学習術

Presented by Nikkei Asia



木村 恭子（きむら・きょうこ）

福島県出身。津田塾大学学芸学部英文学科卒。

筑波大学大学院カウンセリング修士号取得。

読売新聞社政治部記者、米ブルームバーグ通

信東京支局記者、日本経済新聞社英文編集部

次長などを経て、現在は日本経済新聞社編集

委員。毎週水曜夕刊「Step Up English」面やＢ

Ｓテレ東「日経ニュースプラス９」の月曜

コーナー「ＦＴで知る世界の潮流」など英語

ニュース解説も担当。2021年4月から早稲田大

学大学院および同志社大学などの非常勤講師

を兼務。

講師紹介

日本経済新聞社 編集委員
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Point まとめ

 「英語を読む」のではなく必要な情報を「英語で読む」という意識に

マインドチェンジする必要がある

 英語を学習することで就活をはじめとしてキャリアにおける視野が広がる

 英語を勉強する際は日本語を積極的に活用することが重要である

 自分の興味があるトピックを日英問わず継続的に情報収集する必要がある
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「英語を読む」から「英語で読む」へ

多くの学生から就職活動にあたって、

「どのくらいの英語レベルが必要か」と

問われることが多いですが、このような

質問は就職活動を受験勉強と同じ基準で

考えからでてくるように思います。

就職活動では、皆さんが働きたい業種や

職種に必要な英語レベルから逆算して英

語を学習する必要があります。

では、皆さんが働きたい業種や職種がど

のくらいの英語レベルを必要としている

かは会社HPから確認いただくのは勿論で

すが、日経が提供している情報ソースか

ら確認していただくことをお勧めします。

日本経済新

聞

Nikkei Asia

就職活動

グローバル

視点

ビジネス

知識

面接で英語が出
来ると言いたい

いつかは海外で
働いてみたい

海外の最先端の情
報に触れていたい
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今後のキャリアにおいて英語を勉強するメリット

英語を勉強することで自分のキャリアだけでなく

視野や生活が変わっていくことがあります。

給与面から見ると、過去20年間で日本は賃金が停

滞したままですが、海外では賃金が上がり、右図

のようにアジアでも役職が上がるにつれて給与水

準は抜かれています。

ここで皆さんにお伝えしたいのは、英語がビジネ

スで使えるのであれば、日本の職場環境が自分の

価値観に合わない場合は、海外で就職することも

視野に入れることが可能だということです。日本

で働くのも勿論良いですが、なにか不具合があっ

た際、または視野を広げたいと考えた際に英語が

使えると可能性が広がります。

出典：https://www.nikkei.com/article/DGKKASDZ04H4N_V10C17A8MM8000/ 5
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英語を勉強する際は日本語を積極的に活用しよう！

英語を母語としない人向けにどのように

英語を学習すべきかを研究する第二言語

習得法という学問があります。

最新のアプローチによれば、全体的に知

識量が少ない低年齢の人には、英語の

シャワーといった音から入っていくのが

良いと考えられています。皆さんのよう

に基本的な知識を母語（日本語）で分

かっている人には、蓄積されている知識

を活用して英語を勉強することで効率的

に学べるかつ、自分自身が納得したうえ

で英語を習得できると考えられています。
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意識すべきは「インプット」と「アウトプット」

英語を学習するうえで「インプッ

ト」（Reading, Listening）と「アウ

トプット」（Speaking, Writing）を

意識することが大事です。

インプットを先に行ったうえでアウ

トプットするスキルを養うといった

順序で学習をすると効率よく学習で

きます。上記の理由としては、アウ

トプットする際に頭の中にインプッ

トされた情報がないと必要とするレ

ベルのアウトプットが出来ないため

です。また、インプット・アウト

プットにかける学習時間は、8:2で実

施することが良いとされています。

読む

聞く

書く

話す

インプット
８

2
アウトプット
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日経新聞とNikkei Asia 五段活用でオリジナル就活術を作る

皆さんそれぞれ行きたい業界や仕事内容に合わせて、日経新聞とNikkei Asiaを活用してオリ

ジナルの就活術を作成してみましょう。

1, 日経新聞で就活目線で気になる記事チェック

2, 1に関連するその他記事をチェック

3, Nikkei Asiaで関連する英文記事をチェック（夕刊活用）

4, 「日経業界地図」で気になる企業の業界をチェック

5, 日本語・英語両方の記事で情報を広げていく

「日本語」

積極活用

英語が得意！

とアピール

するきっかけに
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一段活用：日経新聞で就活目線で気になる記事をチェック

日経新聞は毎日30ページほどあり、私自身でも全ての記事を読めてません。就職活動で読む

皆さんは行きたい企業や仕事内容に合わせて、企業・国際ページを継続的に読んでいただく

ことをお勧めいたします。

出典：https://www.nikkei.com/article/DGKKASDZ04H4N_V10C17A8MM8000/
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二段活用：関連するその他の記事をチェック

日経の記事は就活のために書かれているわけではないので知らない単語やトピックがありま

したら、他の記事をチェックすることで背景を含めてきちんと理解いただくことをお勧めし

ます。
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三段活用：英語記事（Nikkei Asia）をチェック

現在、皆さんが読んでいるNikkei Asiaは日本経済新聞の翻訳記事だけでなく、日経とは異な

る視点でのより深い分析記事も多く掲載されていますので併せてチェックすることをお勧め

します。英語を読むことにハードルの高さを感じる場合は水曜夕刊に掲載される「Step up
English」面を読んでみることから始めましょう。

出典：https://asia.nikkei.com/Economy/BOJ-s-bond-holdings-below-book-value-for-first-time-since-2013#
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四段活用：「日経業界地図」をチェック

自分の興味がある業界の競合他社や今後の見通しについての知識を養うことで行きたい企業

だけでなく業界の全体像も見えてきます。
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五段活用：日本語・英語で広げていく

四段活用まででチェックしてきた内容が世

界でどのように報道されているか（Ex: 
CNN, BBC）を確認することをお勧めします。

皆さんが既にチェックしてきた内容なので

見出しや第1パラグラフは簡単に理解でき

ます。

上記の内容を面接の際に「Nikkei Asiaでは

…と読みましたが、海外では…と書かれて

いました」とさりげなく言えると、企業に

対しての関心度の高さと英語力の高さを同

時にアピールできます。このような学習を

継続的に行っていると社会人になった後も

英語を上手く活用できるようになります。
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日経電子版・日経夕刊から Step up Englishを読んでみよう

英語の記事を読む第一歩として、日経

電子版ならびに水曜夕刊に掲載されて

いる「Step up English」を是非ご活用く

ださい。

Nikkei Asiaの記事を活用し、木村編集

委員自ら難しい単語は線引きをしたう

えで和訳ならびに用語解説、Quick 
Lessonを掲載しています。英語を読む

ことにハードルの高さを感じる方も是

非読んでみてください。
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Nikkei Asiaでアジアのビジネス情報をキャッチアップ！

皆さんが現在読んでいるNikkei Asiaは、日本経済新聞

社が発行する英文のニュースメディアです。各国に

張り巡らされた豊富な取材網を生かし、ビジネスや

政治経済、マーケットなどアジアビジネスに欠かせ

ないニュースを提供します。

木村編集委員曰く、「Nikkei Asiaは現地社員の綿密な

取材により他メディアに伝わっていない情報を提供

できている。また、アジア各国は政府のベールに包

まれている国も多く、現地メディアの記事の信頼性

が必ずしも高いわけではない。その中で、Nikkei Asia
は中立的、信頼性がおけるメディアとして一定の評

価を得ている」とコメントいただいておりますので

引き続きNikkei Asiaから情報収集することをお勧めし

ます。
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本資料に関するお問い合わせ

ご不明な点等ございましたら、お気軽にご連絡ください。

日経メディアマーケティング株式会社

Nikkei Asia担当

nikkeiasia@nikkeimm.co.jp

mailto:nikkeiasia@nikkeimm.co.jp

